
 

 

 

 
  

 

総
会
は
橋
本
武
朋
議
長
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
続
け

て
木
村
ひ
と
み
自
治
労
本
部
書

記
次
長
、
福
島
憲
一
全
国
一
般

評
議
会
議
長
、
自
治
労
組
織
内

の
鬼
木
ま
こ
と
参
議
院
議
員
、

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
が
あ
い

さ
つ
し
た
。 

 

一
般
経
過
報
告
、
２
０
２
３

年
度
取
り
組
み
総
括
を
茅
原
秀

行
副
議
長
が
提
案
。
そ
の
中
で

２
０
２
２
秋
闘
・
２
０
２
３
春

闘
の
結
果
に
つ
い
て
「
調
査
方

法
の
変
更
に
伴
い
、
過
去
の
設

問
等
と
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、

47
県
本
部
８
６
９
単
組
中
４

６
３
単
組
（
53
・
３
％
）
か

ら
回
答
を
得
た
。
①
要
求
書
提

出
は
３
１
５
単
組
（

36

・

２
％
）
、
②
交
渉
実
施
は
２
８

８
単
組
（
３３
・
１
％
）
、
③

妥
結
は
２
５
１
単
組
（
28
・

９
％
）
、
④
交
渉
中
は
54
単

組
（
６
・
２
％
）
、
⑤
書
面
締

結
は
１
８
７
単
組
21
・
５
％

だ
っ
た
。
基
本
給
プ
ラ
ス
改
定

は
２
５
７
単
組
29
・
６
％
、

一
時
金
プ
ラ
ス
改
定
が
２
３
３

単
組
26
・
８
％
と
の
結
果
を

受
け
て
い
る
。
一
方
、
す
べ
て

の
公
共
民
間
労
組
が
『
要
求
書

提
出
・
交
渉
実
施
・
書
面
締
結
』

を
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、

単
組
活
動
を
停
滞
さ
せ
な
い
取

り
組
み
が
必
要
」
と
訴
え
た
。

提
案
は
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
た
。 

 

続
い
て
、
比
田
井
修
事
務
局

長
が
２
０
２
４
年
度
運
動
方
針

を
提
案
。
特
徴
的
な
提
案
と
し

て
は
」
①
本
部
・
県
本
部
・
単

組
が
一
体
に
な
っ
た
取
り
組
み

と
、
秋
闘
・
春
闘
で
の
「
要

求
・
交
渉
・
妥
結
」
の
運
動
サ

イ
ク
ル
確
立
、
②
正
規
・
非
正

規
な
ど
の
雇
用
形
態
に
関
わ
ら

な
い
組
合
加
入
の
促
進
、
③
正

規
・
非
正
規
労
働
者
間
の
不
合

理
な
格
差
是
正
の
取
り
組
み
推

進
で
あ
っ
た
。
質
疑
の
後
、
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
２
０

２
４
役
員
体
制
の
提
案
と
退
任

役
員
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
最

後
に
橋
本
議
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
総
会
は
終
了
し
た
。 

 
 

 

先
般
の
台
風
と
豪
雨
災
害
に

よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

御
見
舞
い
申
上
げ
る
と
と
も
に
、

復
旧
に
取
り
組
む
す
べ
て
の
自

治
労
の
仲
間
に
心
よ
り
敬
意
を

表
し
ま
す
。 

  

２
０
２
３
春
闘
は
連
合
の

春
闘
結
果
で
賃
上
げ
と
な
っ
た

が
、
物
価
高
騰
に
よ
り
実
質
賃

金
は
低
下
し

て
い
る
。
人

勧
の
内
容
を

給
与
に
反
映

さ
せ
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
。
自
治
体
業
務
に
関
係
す
る

公
共
民
間
職
場
で
は
、
常
に
制

度
政
策
の
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
の
過
程
で
は
労
使
交
渉

だ
け
で
は
打
開
で
き
な
い
課
題

も
あ
り
、
自
治
体
単
組
を
は
じ

め
全
国
一
般
評
議
会
と
の
共
闘

強
化
と
組
織
内
議
員
と
の
連
携

強
化
も
重
要
で
す
。
鬼
木
参
議

院
議
員
、
岸
参
議
院
議
員
に
は

我
々
の
課
題
を
国
会
で
取
り
上

げ
、
活
躍
い
た
だ
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
も
各
単
組
の
課
題
を

評
議
会
に
集
中
い
た
だ
き
た
い
。 

 

 

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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橋
本
議
長
あ
い
さ
つ 

自
治
体
単
組
な
ど
と
の
連
携
強
化
が
必
要 

要

求

・
交

渉

・
妥

結

の 
 

運

動

サ

イ

ク

ル

追

求

を 

▶

あ
い
さ
つ
す
る 

橋
本
議
長 

▶
８
月

1 9
日
に
東
京
・
自
治
労
会
館
で
開

催
。
各
県
本
部
か
ら
１
２
３
人
が
参
加
し
た 

第33回総会 

新 規 加 盟 組 合  



 

 

 

 

 

２
０
２
４
年
度
よ
り
副
議
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
川
岸
で
す
。
公

共
民
間
職
場
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
私
が
全
国
幹
事
と
し
て
活

動
す
る
前
よ
り
も
厳
し
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
声
を
届
け
て
少
し
で

も
私
た
ち
の
働
く
現
場
が
改
善

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
公
民

評
に
集
う
皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
新
任
の
杉
浦
幹
事
は
次
号
で
紹
介

予
定
で
す
。

 
 

 

 

２
０
２
４
年
度
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
民
間
労
組
評
議
会
の
幹
事

体
制
は
第
３３
回
総
会
に
て
左

記
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

橋
本
議
長
を
先
頭
に
皆
さ
ま
と

と
も
に
諸
課
題
の
改
善
に
む
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

新
た
な
役
員
体
制
を
確
認 

 

や
ま
が
た
健
康
推
進
機
構
は
、
山
形
県
内
５
ヵ

所
に
健
診
セ
ン
タ
ー
を
持
ち
、
健
康
診
断
や
が
ん

検
診
を
行
う
の
が
主
な
事
業
で
、
職
員
１
８
４
人

中
、
１
６
６
人
（
管
理
職
除
）
全
員
が
組
合
加
入

を
果
た
し
て
い
る
。 

 
当
組
合
で
は
、
５
年
前
ま
で
、
春
闘
・
秋
闘
な

ど
の
交
渉
は
行
わ
ず
、
年
４
回
不
定
期
で
労
使
間

の
事
務
折
衝
を
実
施
し
て
い
た
が
、
２
０
１
８
年

に
３
ヵ
所
の
事
業
所
で
36
協
定
を
締
結
し
て
い
た

2 0 2 4年度新役員体制
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徳
島
市
学
校
給
食
会
は
、
徳
島
市
内
の
48
の
小

中
学
校
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
献
立
に
基
づ
き
、
米

飯
調
理
と
食
品
の
仕
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。 

 

結
成
の
き
っ
か
け
は
、
賃
金
・
労
働
条
件
が
徳
島

市
に
準
じ
る
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
赤
字
決
算
を
理
由
に
職

員
の
俸
給
号
俸
の
抑
制
を

行
う
こ
と
」
が
、
一
方
的

に
理
事
会
で
決
定
し
た
こ

と
。
そ
の
内
容
に
現
場
職

員
は
全
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
年
１
月

に
自
治
労
徳
島
県
本
部
へ
相
談
、
同
月
に
製
造
部

門
11
人
で
組
合
を
結
成
。
２
月
に
労
使
関
係
ル
ー

ル
や
今
後
の
交
渉
の
持
ち
方
な
ど
の
労
働
組
合
関

係
と
賃
金
・
労
働
条
件
に
つ
い
て
要
求
し
、
３
月

以
降
、
３
回
の
交
渉
を
行
っ
て
き
た
。 

 

そ
の
中
で
、
赤
字
決
算
の
額
に
よ
っ
て
昇
給
停

止
を
す
る
制
度
運
用
に
つ
い
て
は
実
施
の
凍
結
を

勝
ち
取
っ
た
。
一
方
、
当
局
か
ら
も
現
場
に
そ
ぐ

わ
な
い
勤
務
シ
フ
ト
を
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
継
続

し
た
交
渉
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
今

後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
36
協
定
、
賃
金
改
善

や
再
雇
用
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
粘
り
強

く
交
渉
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

上
限
時
間
数
を
上
回
る

時
間
外
労
働
の
命
令
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

発
覚
。
当
局
か
ら
は
、

新
し
い
基
幹
業
務
ソ
フ

ト
の
導
入
作
業
に
よ
る

業
務
量
の
増
や
非
正
規
職
員
の
欠
員
な
ど
の
理
由

が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
解
決
策
に
つ
い
て
は
示
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
２
０
１
９
年
度
の
36
協
定
の
交

渉
に
お
い
て
、
「
月
１
回
の
労
使
協
議
の
実
施
」

を
提
案
し
、
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
。 

 

労
使
協
議
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
課
題
や

協
議
事
項
の
整
理
な
ど
手
間
と
時
間
は
か
か
る

が
、
当
局
も
労
使
協
議
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
理
解

し
て
く
れ
て
い
る
。 

 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
「
課
題
管
理
票
の
活

用
」
や
「
新
規
課
題
は
３
営
業
日
前
ま
で
に
メ
ー

ル
で
通
知
」
な
ど
の
ル
ー
ル
と
執
行
部
内
で
の
協

議
や
労
使
協
議
実
施
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
シ
ス
テ

ム
化
さ
れ
て
お
り
、
課
題
に
対
し
て
丁
寧
、
迅
速

に
対
応
で
き
、
組
合
員
に
対
し
て
も
交
渉
の
経
過

や
交
渉
の
背
景
を
含
め
て
議
事
録
を
通
じ
て
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
な
ど
「
労
使
協
議
」
の

取
り
組
み
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。 

川岸太郎新副議長。三県県

国民健康保険団体連合会職

員労働組合  

 

徳
島
市
学
校
給
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執
行
委
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津
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和
明 

 

や
ま
が
た
健
康
推
進
機
構
労
働
組
合 

 

執
行
委
員
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佐
藤 
裕
久 
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新

た

な

副

議

長

に

川

岸

前

幹
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